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ll 5FU肝動注 ･門注+Gemeitabine全身投与

を用いた腸痛術後補助化学療法 :第2次新潟

県多施設共同研究報告
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新潟肺癌補助化学療法研究会は2004年から3

年間の患者登録を終了した.登録された27例に対

して治療成績を報告する.投与薬剤は5FtJによる

術早期の肝動注 ･門脈内持続注入 (21日)+塩

酸ダムシタビン (12回)の全身投与である.肝動

注 ･門注は89%の症例で完遂,ゲムシタビンは

93%の症例で完遂できた.1例が予定された化学

療 法 完 遂 後 ,Capi漫laryleaksyndromeと思われる

病態で死亡した.MSTとDFSはそれぞれ30.6ケ

月および24.5ケ月であった.肝転移は22.40/o

(n-6)で認められた,No.16転移陰性例 (n-
20)の3生率は52%と同陽性例に比較して良好

であった.1例に特異的な病態を認めたものの,

本化学療法は術後補助療法として比較的安全であ

り,治療成績も期待できる.No.16転移陰性例に

よい適応があると思われた.
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症例は51歳,男性.2007年3月より右季肋部

痛のため近医を受診,血清 ･尿アミラーゼの高値

を認め輝炎と診断されたが,腹部エコーの所見か

ら輝腫癌を否定できず当院へ紹介された.腹部造

影CT所見で主牌管と渦静脈の閉塞を認めたが魔

境は指摘出来ず,血清学的検査では短G4が高く,

画像所見と合わせAIPと診断した.PSLの内服を

開始した,治療開始後のGIFで胃静脈癌は変化に

乏しかったが,腹部造影CTでは肺静脈の拡張が

得られたことが確認された.現在PSL内服を継続

して外来経過観察中である.輝疾患により牌静脈

が閉塞し,局所的に門脈系静脈圧が克進すること

で胃静脈癌が形成されることがある.多少の文献

的考察を加え当症例を報告する.
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【目的,方法】ミネソタ大学で1977年から2006

年12月まで難治性捧痛を主訴とする196例の慢

性輝炎に対し,輝 (亜)全摘,自己牒島移植が行

われた.そのうち2004年12月までの136例につ

いて検討.

【結果】平均年齢 36歳.71%は女性.原因は

Idiopathicが59例,AIcoholが21例,Pancreas


